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著
書

佐
々

木
潤
之
一
介

名
誉
教
授
薯
作
目

幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
　
　
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
四
年
一
〇
月

大
名
と
百
姓
　
　
中
央
公
論
杜
、
一
九
六
六
年
四
月

幕
末
杜
会
論
　
　
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
一
〇
月

世
直
し
　
　
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
七
月

近
世
民
衆
史
の
再
構
成
　
　
校
倉
箸
房
、
一
九
八
四
年
一
月

幕
藩
制
国
家
論
　
上
　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
一
月

幕
藩
制
国
家
論
　
下
　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
五
月

増
補
改
訂
　
幕
藩
権
力
の
基
礎
構
造
　
　
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
八

　
五
年
五
月

日
本
の
豊
か
さ
を
考
え
る
　
　
岩
崎
書
店
、
一
九
八
六
年
四
月

幕
末
杜
会
の
展
開
　
　
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
九
月

編
著

録

村
方
騒
動
と
世
直
し
　
上
　
　
青
木
書
店
、
一
九
七
一
年
一
一
月

村
方
騒
動
と
世
直
し
　
下
　
　
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
一
〇
月

日
本
民
衆
の
歴
史
　
3
　
　
三
省
堂
、
一
九
七
四
年
六
月

日
本
民
衆
の
歴
史
　
4
　
　
三
省
堂
、
一
九
七
四
年
七
月

日
本
民
衆
の
歴
史
　
5
　
　
三
省
堂
、
一
九
七
四
年
八
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
歴
史
u
「
幕
藩
体
制
論
」
　
学
生
杜
、
一
九
七

　
四
年
八
月

日
本
封
建
制
の
杜
会
と
国
家
（
下
）
　
校
倉
書
房
、
一
九
七
五
年
二

　
月

大
系
日
本
国
家
史
　
三
　
近
世
　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五

　
年
一
一
月

日
本
史
を
学
ぷ
　
三
　
近
世
　
　
右
斐
閣
、
一
九
七
六
年
四
月

技
術
の
杜
会
史
　
二
　
　
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
五
月
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中
世
史
講
座
　
七
　
　
学
生
社
、
一
九
八
五
年
四
月

中
世
史
講
座
　
二
　
　
学
生
杜
、
一
九
八
七
年
三
月

中
世
史
講
座
　
六
　
　
学
生
社
、
一
九
九
二
年
四
月

　
　
　
　
　
共
編
・
共
著

体
系
日
本
歴
史
4
　
『
幕
藩
体
制
』
　
　
日
本
評
論
杜
、
一
九
七
一

　
年
四
月

新
編
日
本
史
研
究
入
門
　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
三
月

日
本
中
世
史
研
究
の
軌
跡
　
　
東
京
犬
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
四

　
月

歴
史
に
お
け
る
家
族
と
共
同
体
　
　
青
木
書
店
、
一
九
九
二
年
一
二

　
月

　
　
　
　
　
監
修
・
分
担
執
筆

村
に
生
き
る
人
ぴ
と
　
　
萩
原
鐘
太
郎
記
念
刊
行
会
、
一
九
七
四
年

　
九
月

日
本
の
歴
史
　
三
　
　
読
売
新
聞
杜
、
一
九
八
七
年
五
月

　
　
　
　
　
学
術
論
文

「
木
の
間
村
の
歴
史
」
　
東
大
農
村
史
料
調
査
会
編
『
近
世
農
村
の

　
構
造
』
、
山
川
出
版
杜
、
一
九
五
二
年
二
一
月

「
近
世
産
銅
政
策
に
関
す
る
一
考
察
」
（
学
部
卒
業
論
文
）
　
一
九
五

　
二
年
一
二
月

「
地
主
制
展
開
の
前
提
」
　
東
大
農
村
史
料
調
査
会
編
『
新
田
地
主
の

　
研
究
』
、
山
川
出
版
杜
、
一
九
五
四
年
＝
一
月

「
近
世
初
期
農
村
の
展
開
」
（
修
士
論
文
）
　
一
九
五
四
年
二
一
月

「
近
世
産
銅
政
策
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
上
）
（
下
）
　
『
史
学
雑
誌
』

　
六
六
－
一
一
、
一
九
五
七
年
二
月

「
幕
藩
体
制
下
の
農
業
構
造
と
村
方
地
主
」
　
古
島
敏
雄
編
『
日
本
地

　
主
制
史
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
一
〇
月

「
宝
暦
－
寛
政
期
に
お
け
る
蚕
種
経
営
」
　
高
橋
・
古
島
編
『
養
蚕
業

　
め
発
達
と
地
主
制
』
、
お
茶
の
水
書
房
、
　
一
九
五
八
年
一
一
月

「
加
賀
藩
制
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
　
『
杜
会
経
済
史
学
』
二
四
－

　
二
、
一
九
五
八
年
二
一
月

「
幕
藩
制
下
基
礎
構
造
の
研
究
」
（
博
士
学
位
論
文
）
　
一
九
五
八
年

　
二
一
月

「
所
謂
『
近
世
本
百
姓
』
H
封
建
小
農
民
自
立
の
経
済
的
条
件
」
　
『
史

　
学
雑
誌
』
六
八
i
九
、
一
九
五
九
年
九
月

「
大
坂
銅
問
屋
・
大
坂
屋
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」
『
研
究
と
評
論
』

　
三
、
一
九
五
九
年
一
一
月

「
幕
藩
制
の
構
造
的
特
質
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
四
五
、
一
九
六
〇
年

　
九
月

「
メ
ツ
ケ
ル
の
日
本
鉱
山
観
」
　
所
三
男
編
『
具
体
例
に
よ
る
歴
史
研
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究
法
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月

「
秋
田
阿
仁
鉱
山
の
経
営
」
　
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
日
本
産
業
史

．
大
系
　
東
北
地
方
編
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月

「
幕
藩
制
秩
序
の
形
成
過
程
」
　
『
杜
会
学
研
究
』
W
、
一
九
六
一
年
三

　
月「

幕
藩
制
第
一
段
階
の
諸
画
期
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
六

　
〇
、
一
九
六
一
年
二
一
月

「
幕
藩
関
係
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
地
位
」
　
『
日
本
史
研
究
』
五
八
、

　
一
九
六
二
年
一
月

「
幕
藩
制
に
お
け
る
畿
内
の
地
位
に
つ
い
て
」
　
『
一
橋
論
叢
』
四
六

　
－
三
、
一
九
六
二
年
三
月

「
藩
家
臣
団
の
展
開
過
程
」
　
『
杜
会
経
済
史
学
』
二
八
－
二
、
一
九
六

　
二
年
八
月

「
譜
代
小
藩
の
権
力
構
造
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
六
八
、
一
九
六
二
年

　
九
月

「
軍
役
論
の
問
題
点
」
上
・
下
　
『
歴
史
評
論
』
一
四
六
～
七
、
一
九

　
六
二
年
一
〇
、
一
一
月

「
十
六
～
七
世
紀
に
お
け
る
『
小
農
』
自
立
過
程
に
つ
い
て
」
　
大
阪

　
歴
史
学
会
編
『
幕
藩
体
制
確
立
期
の
諸
問
題
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
六
三
年
一
〇
月

「
近
世
農
村
の
成
立
」
　
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
1
0
、
近
世
2
、
岩
波

　
書
店
、
一
九
六
三
年
一
〇
月

「
幕
藩
制
軍
役
の
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て
」
　
．
、
雪
↓
O
↓
ω
O
団
＞
ω
雪

　
－
O
C
丙
Z
＞
－
O
勺
ω
◎
9
＞
－
ω
↓
C
O
冒
ω
、
2
－
1
、
一
九
六

　
四
年
九
月

「
十
七
世
紀
に
お
け
る
年
貢
の
機
能
に
つ
い
て
」
　
『
経
済
研
究
』
、
六

　
四
－
一
〇
、
一
九
六
四
年
一
〇
月

「
宝
暦
天
明
期
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
三
〇
〇
、

　
一
九
六
四
年
五
月

「
成
立
期
幕
藩
制
の
地
域
区
分
と
農
民
的
諸
要
求
」
　
『
日
本
経
済
史

　
大
系
三
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
六
月

「
統
一
権
力
の
形
成
過
程
・
幕
藩
制
国
家
の
成
立
」
　
北
島
正
元
編

　
『
体
系
日
本
史
叢
書
　
政
治
史
n
』
、
山
川
出
版
杜
、
一
九
五
八
年

　
八
月

「
宝
暦
期
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
三
〇
四
、
一
九

　
六
五
年
九
月

「
日
本
の
封
建
遺
制
に
つ
い
て
」
　
『
現
代
日
本
の
杜
会
』
、
春
秋
杜
、

　
一
九
六
五
年
一
〇
月

「
維
新
変
革
の
現
代
的
視
点
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
三
二
二
、
一
九
六
七

　
年
三
月

「
村
方
騒
動
と
寄
生
地
主
」
　
賓
月
圭
吾
先
生
記
念
会
編
『
日
本
杜
会

　
経
済
史
研
究
　
近
世
編
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
一
〇
月

「
幕
末
期
売
込
商
の
性
格
に
つ
い
て
」
　
『
一
橋
論
叢
』
五
九
－
三
、
一

　
九
六
八
年
三
月

「
ひ
と
つ
の
総
括
」
ほ
か
　
北
島
正
元
編
『
製
糸
業
の
展
開
と
構

　
造
』
、
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
三
月
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「
統
一
政
権
論
の
歴
史
的
前
提
」
　
『
歴
史
評
論
』
二
四
一
、
一
九
七
〇

　
年
八
月

「
〈
豪
農
V
論
に
つ
い
て
」
　
『
一
橋
論
叢
』
六
四
－
五
、
一
九
七
〇
年

　
二
月

「
世
直
し
の
状
況
」
　
『
講
座
目
本
史
5
　
明
治
維
新
』
、
一
九
七
〇
年

　
一
一
月

「
検
地
と
小
百
姓
」
　
『
史
論
』
二
一
・
二
二
、
一
九
七
〇
年
二
月

「
統
一
政
権
論
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
」
　
『
歴
史
評
論
』
二
五
三
一
一
九

　
七
〇
年
八
月

「
天
保
中
期
の
経
営
事
情
」
　
『
山
崎
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
、
一
九

　
七
二
年
一
〇
月

「
可
正
と
西
鶴
に
つ
い
て
」
　
『
地
方
史
研
究
』
二
三
－
四
、
一
九
七
三

　
年
八
月

「
諸
産
業
の
技
術
と
労
働
形
態
」
　
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
n
一
一
九

　
七
六
年
八
月
．

「
鎖
国
と
鎖
国
制
」
　
『
歴
史
公
論
』
二
－
四
、
一
九
七
六
年
四
月

「
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
公
論
』
三
－
四
、
一
九

　
七
七
年
四
月

「
幕
末
の
杜
会
清
勢
と
世
直
し
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
1
3
近

　
世
5
、
　
一
九
七
七
年
五
月

「
世
直
し
状
況
－
そ
の
到
達
点
と
民
衆
の
意
識
に
つ
い
て
」
　
『
歴

　
史
評
論
』
三
三
二
、
一
九
七
七
年
七
月

「
幕
藩
制
の
成
立
」
　
永
原
・
ホ
i
ル
編
『
戦
国
時
代
』
、
吉
川
弘
文

　
館
、
一
九
七
八
年
二
一
月

「
伝
統
的
鉱
業
技
術
の
体
様
」
国
連
大
学
■
ω
U
肉
旨
－
N
ξ
＼

　
∈
z
ζ
勺
－
お
　
一
九
七
九
年
二
月

「
地
主
経
営
の
概
要
と
論
理
」
　
『
一
橋
論
叢
』
八
三
－
三
、
一
九
八
○

　
年
三
月

「
幕
藩
制
社
会
の
成
立
」
　
高
橋
幸
八
郎
ほ
か
編
『
日
本
近
代
史
序

　
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
年
三
月

「
日
本
に
お
け
る
在
来
技
術
と
社
会
」
　
『
国
連
大
学
研
究
報
告
』
二

　
一
四
、
一
九
八
○
年
七
月

「
世
直
し
騒
動
」
　
『
日
本
の
思
想
』
下
、
新
日
本
出
版
杜
、
一
九
八
○

　
年
二
一
月

「
幕
末
民
衆
の
歴
史
的
到
達
点
と
そ
の
意
義
」
　
『
信
州
史
学
』
八
、
一

　
九
八
二
年
七
月

「
幕
末
期
河
内
の
豪
農
」
　
森
杉
夫
編
『
政
治
経
済
の
史
的
研
究
』
、
厳

　
南
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
三
月

「
銅
山
の
経
営
と
技
術
」
　
『
講
座
・
日
本
技
術
の
杜
会
史
　
五
』
、
一

　
九
八
三
年
九
月

「
封
建
社
会
論
」
　
『
中
世
史
講
座
　
五
』
、
学
生
社
、
一
九
八
五
年
三

　
月

「
棄
ア
ジ
ア
世
界
と
幕
藩
制
」
　
『
講
座
日
本
歴
史
』
5
　
近
世
1
、
東

　
京
犬
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
三
月

「
絶
対
主
義
化
論
に
つ
い
て
」
　
『
茨
城
県
史
研
究
』
五
四
、
一
九
八
五

　
年
四
月
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「
『
絶
対
主
義
化
』
論
」
　
『
自
山
史
学
』
二
一
、
一
九
八
五
年
四
月

「
序
論
」
　
『
中
世
史
講
座
　
七
』
、
学
生
杜
、
一
九
八
五
年
四
月

「
幕
藩
領
主
制
と
幕
藩
制
国
家
」
　
『
中
世
史
講
座
　
四
』
、
学
生
杜
、

　
一
九
八
五
年
四
月

「
公
と
私
の
現
在
」
　
『
講
座
日
本
歴
史
』
1
3
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一

　
九
八
五
年
一
一
月

「
↓
■
向
　
ω
◎
O
－
＞
■
　
＝
－
ω
↓
O
内
く
　
O
｝
　
↓
向
O
匡
Z
O
ピ
O
O
く
　
－
Z

男
甲
竃
◎
U
男
Z
享
睾
Z
」
、
．
↓
胃
ミ
胃
P
異
畠
Z
O

　
ω
勺
向
O
－
＞
■
ω
G
、
｝
－
向
竃
向
Z
↓
．
、
Z
O
．
H
①
H
岨
o
o
①
H
O
k
O
↓
＞

　
呂
O
↓
O
丙
〇
二
九
八
六
年
六
月

「
十
七
世
紀
中
葉
、
畿
内
河
内
農
村
の
状
況
」
　
永
原
．
稲
垣
．
山
口

　
編
『
中
世
・
近
世
の
国
家
と
杜
会
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
八
六
年

　
一
一
月

「
序
説
」
　
『
中
世
史
講
座
　
二
』
、
学
生
杜
、
一
九
八
七
年
三
月

「
強
訴
・
百
姓
一
撰
と
騒
動
」
『
日
本
の
社
会
史
　
五
』
、
岩
波
書
店
、

　
一
九
八
七
年
五
月

「
現
代
天
皇
制
と
前
近
代
史
研
究
」
　
歴
史
学
研
究
会
編
『
い
ま
天
皇

　
制
を
考
え
る
』
、
一
九
八
七
年
八
月

「
生
産
力
発
展
と
文
化
主
体
の
形
式
」
　
『
信
濃
』
四
〇
⊥
二
、
一
九
八

　
八
年
三
月

「
慶
長
年
問
の
石
高
と
年
貢
」
　
永
原
・
佐
々
木
編
『
日
本
中
世
史
研

　
究
の
軌
跡
』
、
一
九
八
八
年
四
月

「
世
直
し
・
民
衆
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
　
『
研
究
と
評
論
』
記
念

　
号
、
一
九
八
九
年
二
月

「
内
か
ら
の
芽
と
外
か
ら
の
目
と
」
　
東
北
北
海
道
シ
ン
ポ
編
『
北
か

　
ら
の
日
本
史
』
②
、
三
省
堂
、
一
九
九
〇
年
七
月

「
地
域
史
に
つ
い
て
」
『
牛
久
市
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
一
年
三

　
月「

序
論
」
『
中
世
史
講
座
　
六
』
、
学
生
社
、
一
九
九
二
年
四
月

「
日
本
史
上
の
石
見
銀
山
」
　
『
日
本
鉱
山
史
か
ら
み
た
石
見
銀
山
』
、

　
犬
田
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
一
〇
月

「
近
世
に
お
け
る
家
と
村
」
　
歴
史
科
学
協
議
会
／
原
．
佐
々
木
編

　
『
歴
史
に
お
け
る
家
族
と
共
同
体
』
、
一
九
九
二
年
二
一
月

　
　
　
　
　
そ
の
他
・
学
会
報
告
／
書
評
■
動
向
■
評
論
な
ど

「
回
顧
と
展
望
」
　
『
史
学
雑
誌
』
六
三
－
五
、
一
九
五
四
年
五
月

「
藩
政
確
立
期
の
諸
問
題
」
（
大
会
報
告
）
　
杜
会
経
済
史
学
会
年
次

　
大
会
、
一
九
五
八
年
一
〇
月

「
封
建
社
会
解
体
期
の
農
村
経
済
」
　
『
明
治
維
新
史
研
究
講
座
』
一
、

　
平
凡
杜
、
一
九
五
八
年
七
月

「
研
究
動
向
　
歴
史
学
」
　
村
落
研
究
会
編
『
戦
後
農
村
の
変
貌
』
、
時

　
潮
杜
、
一
九
五
八
年
一
〇
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

「
藩
政
成
立
史
の
課
題
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
三
一
、
一
九
五
九
年
七

　
月

「
成
立
期
『
地
主
制
』
に
関
す
る
二
三
の
問
題
点
」
　
『
史
学
雑
誌
』
六
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八
－
六
、
一
九
五
九
年
六
月

『
沼
津
市
史
』
中
巻
　
沼
津
市
、
一
九
五
九
年
九
月

「
幕
藩
制
杜
会
の
構
造
的
特
質
」
（
大
会
報
告
）
　
歴
史
学
研
究
会
年

　
次
大
会
、
一
九
六
〇
年
六
月

「
幕
藩
制
の
構
造
的
特
質
」
（
大
会
報
告
）
　
日
本
史
研
究
会
年
次
大

　
会
、
一
九
六
一
年
二
月

「
近
世
の
杜
会
と
経
済
」
　
遠
山
・
井
上
編
『
日
本
史
研
究
入
門
n
』

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
年
一
月

「
最
近
史
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
文
章
に
つ
い
て
」
　
『
史
学

　
雑
誌
』
七
二
－
八
、
一
九
六
三
年
八
月

『
秋
田
県
史
　
資
料
　
近
世
編
』
　
『
秋
田
県
史
』
、
一
九
六
三
年
一
〇

　
月「

批
判
と
反
省
　
藩
政
史
研
究
編
『
藩
制
成
立
史
の
総
合
的
研
究
』
を

　
め
ぐ
っ
て
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
八
六
、
一
九
六
四
年
三
月

「
い
わ
ゆ
る
『
日
本
史
資
料
セ
ン
タ
i
』
問
題
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学

　
研
究
』
二
九
八
、
一
九
六
五
年
三
月

『
秋
田
県
史
　
近
世
　
上
』
　
『
秋
田
県
史
』
、
一
九
六
五
年
三
月

「
宝
暦
天
明
期
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」
（
大
会
報
告
）
　
歴
史
学
研

　
究
会
年
次
大
会
、
一
九
六
五
年
五
月

「
軍
役
論
」
　
日
本
歴
史
会
編
『
日
本
史
の
問
題
点
』
、
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
六
五
年
一
〇
月

「
犬
会
へ
の
期
待
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
一
三
〇
、
一
九
六
六
年
三
月

「
維
新
変
革
の
現
代
的
視
点
」
（
大
会
報
告
）
　
歴
史
学
研
究
会
臨
時

　
大
会
、
一
九
六
六
年
二
一
月

『
八
王
子
市
史
』
下
巻
　
八
王
子
市
、
一
九
六
七
年
三
月

「
今
日
の
札
差
研
究
」
　
『
創
文
』
五
〇
、
創
文
杜
、
一
九
六
七
年
五
月

「
石
高
制
」
　
『
目
本
史
の
し
お
り
』
五
、
山
川
出
版
杜
、
一
九
六
九
年

　
五
月

「
『
名
子
』
抜
け
に
つ
い
て
」
『
国
民
の
歴
史
』
1
3
　
月
報
、
文
英
堂
・

　
一
九
六
九
年
一
〇
月

「
農
村
史
の
視
角
に
つ
い
て
」
　
『
創
文
』
八
九
、
創
文
社
、
一
九
七
〇

　
年
一
〇
月

「
村
方
騒
動
と
石
代
一
件
」
　
『
高
校
資
料
』
、
三
省
堂
、
一
九
七
〇
年

　
一
〇
月

「
歴
史
を
支
え
た
人
ぴ
と
」
　
『
学
生
通
信
』
、
三
省
堂
、
一
九
七
〇
年

　
＝
一
月

「
歴
史
を
支
え
た
人
び
と
」
　
『
学
生
通
信
』
、
三
省
堂
、
一
九
七
一
年

　
一
月

「
兵
農
分
離
と
幕
藩
制
に
つ
い
て
の
二
三
の
問
題
」
　
『
月
刊
東
書
高

　
校
通
信
』
七
九
、
一
九
七
一
年
一
月

「
歴
史
と
経
済
学
」
『
経
済
』
、
一
九
七
三
年
五
月

「
回
顧
と
展
望
」
　
『
史
学
雑
誌
』
八
三
－
五
、
一
九
七
四
年
五
月

「
あ
る
売
込
商
人
の
手
紙
か
ら
」
　
『
神
奈
川
県
史
だ
よ
り
』
、
一
九
七

　
五
年
三
月

「
幕
藩
制
と
天
皇
に
つ
い
て
」
　
『
遡
行
』
三
、
一
九
七
五
年
五
月

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
「
戦
国
時
代
」
　
ハ
ワ
イ
日
米
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
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一
九
七
七
年
八
月

「
世
直
し
状
況
論
」
（
大
会
報
告
）
　
歴
史
科
学
協
議
会
年
次
大
会
、
一

　
九
八
二
年
七
月

「
日
本
封
建
制
講
座
と
相
川
春
喜
」
　
『
相
川
春
喜
小
伝
』
、
一
九
七
九

　
年
二
月

「
『
杜
会
』
科
教
育
と
杜
会
科
学
に
つ
い
て
」
『
犬
学
基
準
協
会
会

　
報
』
四
〇
、
一
九
七
九
年
一
一
月

「
解
説
」
　
辻
達
也
『
田
沼
時
代
』
（
岩
波
文
庫
）
、
岩
波
蓄
店
、
一
九

　
八
○
年
三
月

「
鉱
山
労
働
史
の
研
究
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
公
論
』
五
六
、
一
九
八
○

　
年
七
月

「
安
保
闘
争
の
さ
な
か
に
」
　
学
生
新
聞
『
私
と
資
本
論
』
、
一
九
八
○

　
年
九
月

「
村
木
先
生
の
こ
と
」
　
『
教
育
時
報
』
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
、
一
九

　
八
一
年
一
〇
月

杜
研
入
門
講
座
「
歴
史
と
民
衆
」
一
－
八
　
学
生
新
聞
、
一
九
八
二

　
年
六
－
八
月

「
『
杜
会
科
教
科
書
執
筆
老
懇
談
会
』
結
成
準
備
過
程
で
の
報
告
」

　
『
歴
史
学
研
究
』
五
〇
九
、
一
九
八
二
年
一
〇
月

「
『
杜
会
科
教
科
書
執
筆
老
懇
談
会
』
の
発
足
」
　
『
歴
史
評
論
』
三
九

　
一
、
一
九
八
二
年
二
月

「
『
杜
会
科
教
科
書
執
筆
老
懇
談
会
』
の
報
告
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
五

　
　
二
一
、
一
九
八
三
年
一
月

「
一
撰
騒
動
史
の
方
法
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
評
論
』
三
九
六
、
一
九
〈

　
三
年
四
月

「
日
本
近
世
史
研
究
の
現
代
的
課
題
」
　
『
歴
史
評
論
』
四
〇
〇
、
一
九

　
八
三
年
八
月

「
『
杜
会
史
』
と
杜
会
史
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
五
二
〇
、
一

　
九
八
三
年
九
月

「
中
数
審
答
申
『
教
科
書
の
在
り
方
に
つ
い
て
』
を
批
判
す
る
」
　
『
教

　
育
』
四
二
九
、
一
九
八
三
年
九
月

「
一
九
八
四
年
度
歴
史
学
研
究
大
会
全
体
会
報
告
に
よ
せ
て
」
　
『
歴

　
史
学
研
究
』
五
…
二
、
一
九
八
四
年
一
〇
月

「
杜
会
科
教
科
書
検
定
と
教
科
書
間
題
」
　
『
歴
史
地
理
教
育
』
三
七

　
二
、
一
九
八
四
年
一
〇
月

「
近
世
史
研
究
か
ら
明
治
一
〇
年
代
へ
」
（
報
告
）
自
由
民
権
百
年
第

　
二
回
全
国
集
会
分
科
会
、
一
九
八
四
年
一
一
月

「
心
証
と
円
形
脱
毛
症
」
　
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
八
三
一
、
一
九
八
五
年
三

　
月

「
杜
会
科
教
科
書
と
天
皇
」
　
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
増
刊
号
、
一
九
八
五

　
年
四
月

「
回
顧
と
展
望
」
　
『
史
学
雑
誌
』
九
五
－
五
、
一
九
八
五
年
五
月

「
日
本
封
建
制
解
体
の
特
質
」
（
共
同
報
告
）
第
一
六
回
国
際
歴
史

　
学
会
・
ω
↓
∈
↓
↓
Ω
＞
丙
↓
大
会
、
一
九
八
五
年
八
月

「
歴
史
に
ま
な
ぷ
こ
と
を
学
ぷ
」
　
『
教
育
秋
田
』
四
四
九
、
秋
田
県
教

　
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
＝
一
月
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「
地
域
を
越
え
広
く
読
ま
れ
た
技
術
書
」
　
『
国
際
協
力
』
岩
O
。
①
＼
ω
、
国

　
際
協
力
事
業
団
、
一
九
八
六
年
三
月

「
歴
研
書
記
局
に
い
た
こ
ろ
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
復
刻
版
月
報
八
、
一

　
九
八
七
年
六
月

「
教
科
書
問
題
と
前
近
代
史
研
究
の
課
題
」
　
北
海
道
東
北
史
研
究
会

　
編
『
北
か
ら
の
日
本
史
』
、
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
五
月

「
ブ
リ
ヅ
ク
レ
『
一
五
二
五
年
の
革
命
』
」
（
薯
評
）
　
『
歴
史
学
研
究
』

　
五
八
七
、
一
九
八
八
年
一
一
月

「
賓
月
先
生
・
農
村
史
料
調
査
会
・
木
ノ
間
村
」
　
『
信
濃
』
二
一
－

　
四
八
、
一
九
九
〇
年
一
一
月

「
ア
イ
ヌ
問
題
に
つ
い
て
」
　
北
海
道
新
聞
、
一
九
九
一
年
七
月

「
歴
史
情
報
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
）
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
評
論
』

　
四
九
五
、
一
九
九
一
年
七
月

「
世
直
し
状
況
論
の
現
在
」
　
佐
々
木
隆
爾
ほ
か
『
争
点
日
本
の
歴

　
史
』
、
一
九
九
一
年
七
月

「
序
」
　
『
秋
田
の
近
代
化
遺
産
』
、
秋
田
県
、
一
九
九
二
年
三
月

「
内
山
文
書
か
ら
』
　
『
福
井
県
史
だ
よ
り
』
県
史
資
料
編
七
、
一
九
九

　
二
年
五
月

「
沼
津
市
史
の
編
纂
に
つ
い
て
」
　
『
沼
津
市
史
研
究
』
一
、
一
九
九
二

　
年
六
月

「
世
直
し
状
況
論
の
現
在
」
　
『
歴
史
地
理
教
育
』
四
九
四
、
一
九
九
二

　
年
一
一
月

「
赤
木
さ
ん
か
ら
伊
豆
さ
ん
へ
」
『
赤
木
健
介
追
悼
集
』
　
一
九
九
三

　
年
一
月

「
読
警
ノ
ー
ト
・
遠
山
茂
樹
薯
『
明
治
維
新
と
天
皇
』
」
　
『
科
学
と
思

　
想
』
八
七
、
一
九
九
三
年
一
月

「
『
歴
清
』
セ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
」
　
『
歴
史
学
研
究
月
報
』
三
九

　
七
、
一
九
九
三
年
一
月

「
技
術
史
を
歩
く
」
　
『
集
英
杜
日
本
歴
史
』
別
巻
　
集
英
杜
、
一
九
九

　
三
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
小
路
　
純
）
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